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Tsulmba 305~0872， Ja戸αn)
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This study explores the skills for expressing gratitude using a range of actual cases based 011 the 

social sl，ills perspective. We supposed that a contextual approach to skills for expressing gratitude 
successfully works to combine expressions of grati土udeand interpersonal situations. Data were 

gathered through semi-structured interviews from university students and were statistiじallyanalyzed 

using correspondence analysis. H.esults showed that a set of expressions of gratitude and inteJ1)ersonal 

situatiol1 was different between same-sex friends and opposite-sex friends. 
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問題

li感謝 (gratitude)Jは，対人関係を'31三)丸維持?
進展させ (Algoe，2012)，感謝感情を表出する行動

(以下，感謝表出行動)はz 適j志的な社会的行動と

みなされている (Bartlett& DeSteno， 2006)。感諮;

表出行動の笑行には，他者の|向社会的行動の強化や

当人の向社会的行動の促進 (McCullough，Kilpatrick， 

Emmons， & Larson， 2001; McCullough， Kimeldorf， 

& Cohen， 2008)，さらに，他者との関係満足度の向

上 (Algoe，Fredrickson， & Gable， 2013)，他者との

関イ系維持 (Lambert& F:incham， 2011) などの犠々

連総先;図aikawa@humanおukuba.ac，jp(相)11 光)
1 )本jiJr先は』科学研究費補助金(基盤J研究 (C) (一

先生)tAL題番号:26380839)の助成を受けたものである。

本研究の実施にあたっ 面接剖査にご協力くださった

ブ7々に孟心から !~~nj'EIヨ LJニげます。

な対人的な効果があることカt実証されている口した

がって，個人が他者に対して感謝感情をいかに表出

するかということは2 重要なソーシャルスキルのー

っと考えられる口そこで本研究では， !惑調j表出行動

をソーシャルスキルのi観点から捉えて， I!謀説委R:lJ=l 
スキ JレCskillsfor expressing gratitude) Jという概
念を創出し， どのような対入場聞において感謝・表出

スキルが実行されるのかを検討する。

感謝表出スキルとは 従来のii3f先における感謝‘の
定義 (Watkins，2007など)と， ソーシャルスキルの

定義 (~:lilll .佐藤・佐藤・高111，1993) とを組み合

わせて， r個人が他者から何らかの利益を受け取っ
たと認1;!Jしたことによって生じた感情を jjき切かっ

効果的に表出するためにp目いる言語的・非言語的な
行動レパートり -Jと定義する。
従来の諸研究の知見を考慮に入れると 2 感謝表出

スキルには様々な種類があると考えられるョ感謝の

言語的な表出には，少なくとも「ありがとう」と[す
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みませんjがあり(i成永十郎]， 201.3)，非言語的

な表出には，笑顔キお辞儀去どがあると脅えよう

(相111，2013:中島・長谷川ー木村， 2015)。また，

行為による感謝・の表向には， iお返しに何かするj
や「プレゼントをするJといった返札行動などがあ
る ci龍永 m 樋1]，2013)。さらに，伝達手段による

区分では， il車接顕)J表出だけでなく‘
「メールJ. iご手紙」が挙げられる(藤原，村上，・同
村・演i二!.概;:1ニ， 2013)。本問先ではマルチ・チャ
ネJレ，アプ1コーチ(小)11. 2011)に準じて，感謝袈

1'1'，スキルを，需詩的行動，ゴド言語的行動，返ネLW)IUJ，

伝達手段の4つのjfJV立から検討する G

なお， I時71<.他[](2013)によると，他者から何

らかの支援を受けたn糾こ，その支援が当人にとって
あまり利益にならず ~人が感謝感情を感じていな

くても，相手に「ありがとう jと言うことがある c

これは‘「儀礼的な!意識t行革UJJ (相)11，2014) と11乎ば
れている。儀礼的な感謝・行動は，感謝表出スキJレの

定義からすると，感謝表出スキルに含まれないが，

本研究では補足13サに検討する。

ところで色 ソーシャルスキルの適切性と効果性

は，具体的な特定の対入場面において評僻されなけ

ればならない(相川 2009)。具体的な特定の対入

場面とそこでの具体的な行動とを組み合わせて，

ソーシャルスキルを評価することは， i文脈的アプ
ローチ (contextualapproach)J と11乎ばれている

(Warnes， Sheridan， Geske， & Warnes， 2005)。本研

究では，この文脈的アプローチの観点から 2 具体的

な対入場開とそこで実行される感謝表出行動を組

み合わせて，感謝表出スキjレを検討する。そのため，

本研究では， !蕗鵡表出行動が実行される対人感謝場

聞を詳細に検討する。

~J~.主!Ij<Jな対人!感謝j訪問は，被援助場面と贈物受領

場開である(蔵lI<. ~î量仁1. 2012)。被援助j揚1mは，
11~;1 人が悶っている 11寺に他者から i割安支援を受ける場

而であり a 小学生が特に強く感謝を感じるj場面jであ

る(藤原他， 2013)。贈物受領j諸国は，個人がI?sIっ
ていない11守に他者から立証接支援を受ける場面である

とされている q 贈物受領場面は 主に他者からプレ

ゼントや物をもらうといった内容が取り上げられて

いる(蹴永 a 樋EJ，2011: i哉氷・樋仁1.2012)。

個人がl割っていない11寺に他者から利読を受ける対
人感謝場面には， J指物受領場Îm以外に，好意やrð~ 切

などを受けlWるj措置iも考えられる(1.左竹， 2004)。
本研究では2 このような場面も視野に入札て検討・す

る。

藤原他 (2013)は，小学生の感謝表出行動をカテ

ゴリ -Jjl]fこ分類しヲ 日常生活において感謝感情をど

のように表出するかを検討している G しかし藤原

他 (201~3) の日f究では，感謝を受ける側仁ついては

検討していない。 感謝表出スキルは界詑に対して実

行されるかという観点で、適切性と効果性が判断され
ヲ
ノ';)0 

そこで本研究では，大学生の向性と異性の友人関

係を取りあげて t 感謝される対象者が誰であるのか

を考慮し各対象者に対する感謝表出行動を検討す

る。友人関係を対象にする理由は，大学生にとって

友人関係は， i何でも相談できるj，「-i7tfにいると
楽しいJ.った1l寺に助け合えるjといった関係性

であり(丹野・松井， 2006)，重要な対人間係の一

つだからである(牧野， 2012)口また2 大学生は i!励
ましJ. i相談J. i物品提供」などの支援に関して，
友人に感謝感慣を感じ(佐竹， 2004)，友人に感謝

感情を感じやすい人は 友人からの支援を認知しや

すい(吉野イ;I~)I I， 2015)からである。

本研究の目的

本イi)f究は，以上の論点を踏まえて!惑詩j表1'.1'1スキ

ルの特徴を質的に把握することを I~I (jせとする口その

ために 2 対対.人l感惑訊謝Jj場易E市司とそこでで、の具イ体本i的1拘守な!感E惑E詞部t表J
行俳羽弱動jのI関羽;述連を十検1余:討討“し 3 どのような対人感謝場面にお
いて， どのような感謝表出行動が適切なソーシャル

スキJレであるのかを考察する。

なお，本.jiJf究で採用する手法は t 鈴木 (2002)を

参考にした半j梓造化面接である。 半構造化TI'il按は，

質問紙法とは異なり 2 面接者の必要にj芯じてフォ

ローアップの質問や面接対象者の発言の意味の確認

が可能であり，対人感謝場面や感謝表t'~H行動に関し

て，詳細に尋ねることができる。面接対象者の自由

問答による質的データの収集に~きしていると思われ

るc

方法

本研究は，所属機関の研究倫理委員会の承認を得

た上で、実施したむ

面接者:心理学を専攻する大学院生

面接対象者:大学生40名(!13tI:20:'f， ，女性20名)

半構造化面接の手続き

Tili1i安対象者は，縁i技法と心理学に関する講義の前
後の募集で集められたD 面接対象者が参加可能な|ヨ

11寺に合わせ合実験室にて半構造化面接が実施され

た。

面接者はまず3 面接調査の内容を面接対象者に

説明し半構造化在a按を実施することへの同意を得
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てから，面接対象者とラポールを形成するために簡

単な会話(大学生活に関することなど)を行ったの

その後，間抜者は半構造化面接を実施したの

!閣は霊前接対象者一入あたり約40分程度であったっ

部接終了後，百1按対象者Lニ謝礼としてクオカードを
渡した。 11副安の内容は， ICレコーダーで録音され

た。

ICレコーダーにより録音された前按対象者の昔

声は，データとして活用するために，一次資料とし

て書き起こされた。その後，データ分析するために，

一次資料は，面接者によって加工されたこ次資料に

編集されたの

半構造化面接の質問項目

各質問項目は，向性友人および異性;友人ごとに尋

ねた。ただし羽田按対象者が「異性の友人がいないJ
と応えた場合は t 異性の友人に関する質I~d'j を行わな

かっfこO

以下の質問項目に基づき F 部接を進め，適宜?補

足質問を行ったの

性別，年齢，友人の有無と数 性別，年齢， I司性

と異性の;友人の有無と数について尋ねた。

友人に対する感謝表出の頻度 質問は「日頃から

友人に対してどれくらい感謝の気持ちを伝えていま

すか?Jであった。選択)j支が， i全く伝えない1iほ
とんど伝えないJ，Iあまり{云えないJ.Iたまに伝え
るJ.rときどき伝えるJ.rよく伝えるJ. I必ず伝え
る」の 7点であった。

対人感謝場面 質問は「実際に友人に対して感謝

をした11寺は 3 どのよつなj場関ですか?Jであった。
対人感謝感情 質問は「実際に友人に対して感謝

をした!l守どのような気持ちになりますか?Jで
あっ 1::'0

感謝表出行動 ①言語的な表出に対する質問は

「友人に感謝の気持ちを伝えるH寺舎実際にどのよう

に言葉市こして感謝の気持ちを伝えていますか?Jで
あった。

@~I::言語I~I~ な表 Ilj:\ に対する質問は「友人に感謝の気

持ちを伝えるli寺，実際にどのようなしぐさ a

動作をしていますか?Jであった。
①返礼行動に対する質問は「友人に感謝の気持ちを

伝える時，実際にどのようにお礼をしています

か?Jであった。
④伝達手段に対する質問は「友人に感謝の気持ちを

伝えるIl立実際にどのような伝達方法で感訟を伝

えていますか?Jであった。
儀礼的な感謝行動 質問は「友人に感謝の気持ち

を感じていなくても，感謝の言葉を|ご!にしたり i感

謝の行動をしたりする時がありますか?Jであっ
?こ司

結果と考察

面接対象者の年齢，友人の有無と数

国;扱対象者の平均年齢は20.05(SD=l.ll)故で

あった。

部被対象者の友人の有無については，向性友人が

「いる」と問答した者が40人であり，異性友人が fい

る」と回答した者が37人であったη なお. i友人が
いる」と凶答した者の友人数の平均について， [司性

友人は， 30.55 (SD = 27.21)人.異性友人は， 17.48 

CSD= 22.03)人で、あった口

友人に対する感謝表出の頻度

|百j性友人に対する感謝表出の煩度と，異性友A~こ

対する感謝表出の頻度のそれぞれの平均値は， 5.45 

(SD:::: 1.13) と4..88(SD = 1.70) であった司悶

f誌のあいだには有意な莞があった (t=2.94，df=39， 
戸く.05)。感謝表出の頻度は宅異性友人に対するよ

りも，向性友人に対する方が多かった。

向性友人に対する感謝表出の頻度と，異性友人に

対ーする感謝表:lJ:1の強度の潤には，有意な正の1;日!羽
(γ:::: .66. Pく.01)が示された。したがって. Iffj'l生友

人に対して感謝表出の頻度が高い大学生は1 異性友

人に対する感謝表出の頻度も高いことが予測され

る。

対人感謝場面に関する記述の分類

対人感謝場商に関する記述数は. I司性友人268JJ~l

EI，呉!生友人130項jヨであった。

心理学を専攻する大学生2名が，先行研究(]哉

永風機iコ， 2011;蹴永・樋口， 2012) を参考にして

作成されたカテゴリー表に基づき，対人感謝場UiJに

関する記述398~安田を分類し I':' Q

向性友人に対する対人感謝場面の一致卒は
E

/( :::: .73，異性友人に対する対人感耕場閣の一致率

は， /(= .66であった。評定者間で不一致が見られた

記述は，協議により E いずれかのカテゴリーに分類

した。その結果，対人感謝場面は， 10場面に分類さ

れた (Table1)。
j蔵j}く・樋口 (2011)では s 主な対人感謝場面は，

「被援助;場町jと「贈物受領域面」であったが，本

研究はz より詳細な対人J註謝 j揚加を l:y~ らか tこした。

本研究における「被援助場面J.円十出入手場開」

「相談場部」は，蔵永・樋!コ (2011)のf被援助坊市j
に相当し「祝福場面μι 蔵永樋!こI(2011)のiJ憎
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lable 1 
対人!感謝場閣のカテゴリー表と向性および異性友人における記述数

25 (63%) 14 (35%) 

民もらっ じる
情報入手J揚i訴

分がわからないことを教えてくれたなどに関する記述
21 (53%) 9 (23%) 

交友j助部
他者と交遊することによって感訪{の感情を!if;じる対入場面

27 (68%) 13 (33%) 
友人との遊びに関する記述

親切場lJ:ii
他者から親切にされることによって感謝の感慨を感じる対入場開

14 (35%) 7 (18%) 
心配された，気にかけてくれたなどに関する記述

道真入手j動部 他者から人の必!誌な物をもらって感謝のlìf;摘を!~じる対人j封印
t受業のプリントをもらう，物を借りるなどに関する記述

14 (35%) 9 (23%) 

飲食受領域間 他者から飲食物をもらって感謝を感じる刻入場開

飲食物をもらうなどに関する記述例
20 (50%) 12 (30%) 

他者から評価されることによって感謝の感情を感じる対人j易問

他者評価i場町 装められた 1')，)，励まされたり，応援されたりしたなどに関する記述
8 (20%) 3 (8 %) 

他者に相談ベコ悩みを l~l:J いてもらうことによって感謝の感情を感じる対入場

l'IQ it炎j揚iYii 部 28 (70%) 18 {45%) 

訪を開いてもらったり，アドバイスをもらったりしたなどに関する記述

祝福場問
他者から祝福されること仁よって感謝の!制官を感じる対入場町

28 (70%) 9 (23%) 
誕生1:1にお祝いをしてもらったなどに関する記述

他者から協力されることによって感謝の感情を感じる対入場面

協力場ー商 サークルの仕事をしてくれた‘積極的に何らかの行動をしてくれたなどに 18 (45%) 14 (35%) 
関する記述

物受領場面」に相当すると考えられる。これら.[))、外

の対人感謝場ifIは， 1交友場面J.r親切場面J， 1道
具入手場lf.ul1飲食受領場面J.r他者評価場面J.
I1筋力j劫活iJであったの
大学生はs 友人からの「娯楽J， r親切J.r物1111提
唱七J， r励ましJなどの支援によってε 友人に対して
感部感情を感じると言われている(佐竹， 2004)。

これらの支援を受ける場面iが，本町r~tで i悶らかに

なった f交友j靖国」全「税切場百五J， r道具入手j岩間j，
「飲食受領場面J，1他者評1im場部J， r協力場出」で
あると考えられる。

間査対象者が小学生であった藤原他 (2013)の結

果では対人感謝場聞は「被援助場国」のみであっ

たが可本研究では多岐にわたるj訪問が抽出された。

この結果は，本研究の制査対象者が2 小学生よりは

自立した大学生であったため，大学生が様々な対入

場面に遭遇し他者との交互作用の中で感謝を感じ

る経験を数多くしていることに 1Z9ると忠われる。

対人感謝感清に関する記述の分類

対人感謝感情に|持する記述数は， I百j性友人162項

@， ~~H生友人100項目であった口

心到!学を ILZ 攻する大学生 2 名が，政永・~;雨仁l

(2011) を参考しこして作成されたカテゴリー表に悲

づき，対人J法制感情に関する記述262項 131を分担ミし

た。

向性友人に対する対人感謝感情の一致事は，

K =.99.異性友人に対する対人感謝感情の一致率

は， κ=.98であった。評定者1]，11で不一致が克られた
記述は.i私語により，いずれかのカテゴリーに分類
した。その結果E 対人感謝感情は， 1ありがたさ」

と「申し訳なさ」に 2分された (Table2)口

日本人の対人感謝感情には，肯定的側聞(満足，

幸せ，喜びなど)と非肯定的側面(すまなさ. I~:I し

訳なさ，恐縮など)があると従来から指摘されてい

る(蔵永・桶仁1.2011)。本初「先の対人![<;副感情の

2分類は，従来の結果を追認するものであったO つ

まり 1 他者に対して感謝感情を感じた11寺， 1あ1;が
たさJと I1事し訳なさ」を感じると考えられる。

感謝表出行動に関する記述の分類

感謝表出行動に関する記述数は，向性友人567項
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カ

1:1去し訳なさ

4u (l()096) 35 (88%) 

36 (90弘) (60%) 

Table 
1惑欝表出行設!のカテゴワー表とi町立:およびご興住;友人における記述数

iヨ 4母国:友人理問であったむ

心理学を専攻する大学生2名が，

2013 :議7i<.鵠!こ1， 2013)を参考にし

れたカチゴワー表に基づき 感謝表出行動に探する

記述 Iヨを分類しt，:_o
よび異性友人に対す

ともに， I( .94であった。

設が見られた記述は，協議によちいずれかのカテゴ

に分類した。その結果!惑語表出行動は2

弘

一

%

数
一
句

述一記
一
部

%…

Mm 

泣
…
∞

司
ι

コ
昨

1
1
4

達

一

(

守山

ru

一

umdnun

一

35 (8896) 32 (8096) 

記(l卯%)36 

プリントを取るよ「お:1二遊を諾すJ， fご飯
をおごるJ，去をli甘くJ.遊びに誘うjなどが報
告された。

(2013)とi可柿の
れていたQ 藤原f也
(LINEや'I¥vi祝日:など)J

1J、
1able 4と1able.5f之 TabJe

向性友人および異性友入に

と定数を示したもので

と， 1abJe 5の暴

「ノ1グをす
う仔動

が:芙守されているがB 異性友人ではB これちの行動

し「屑をたたく j

出現している。

，高~:r!Jf究で中ilU:E的に尋おた門若:礼的な感謝行

動jは. !芸能の対象者が， f先生Jfアルバイト先の
上需Jiインターンシップ先のブfjなどであった。
これちの対象者とのi詩係は s 友人関係ではないた
めz 本出究では，カテコψ1)-表から除外し

と

どのような封入惑甜:場関~こ担いて， どのような感
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謝表j出品行到動Jが実行されうるのカか、を考察するために，

i同司性友友:人およぴ手異:~削3

謝表出行動との関連を1検寅討討.したο具体的には，まず，
向性友人および異性友人の対人感謝R場前jと感謝表出

行動のクロス集計表をもとに，コレスポンデンス分

析を実施したの次に. コレスポンデンス分析から得

た結果(プロット l}gl)を解釈するために，コレスポ

ンデンス分析のカテゴリースコアをもとにクラス

ター分析 (Ward法)を実施したのこれらの統計学

的な分析には.SPSSとHAD行者水， 2016)を使用
した。

向性友人の対人感謝場UfJにおける感謝表 I:~，行動に

関するクラスター分析の結果から， 2つのクラス

ターに分けてwr，釈することが]汀能であると判断した

(Figure l)。第 lクラスターは，対人感謝場慌の「相支

援助場面上「交友場面J. [親切場面上「相談場面j，

「祝福場面jJにおいて，感謝表出行動の「言語的表
出J. 1伝達手段」が機能しやすいと解釈したクラス

ターから構成されたG 第2クラスターは免対人感謝

場面の 1'1育報入手;場面j，1道具入手場面J. i飲食受
領場面」句「↑也者評価場面j，1協力場面j(こおいて，

感謝表出行動の「非言語的表出j，I;!E札行動Jが機
能しやすいと均年釈したクラスターから構成された。

異性友人の対人感謝場面jにおける感謝表出行動に

関するクラスター分析の結果から， 3つのクラス

ターに分けることが可能であると判断した (Figure

2)。第]クラスターは 2 対人J芸部場面の「協力場

面J. 1相談場前j，1交友場面J. [被援助場面J.r飲

Table 4 
向性友人に対する感謝表出行動リストと度数

向性友人に対する感謝表出行動リスト

ありがとう裂の感謝表現(ありがとう， J幼かった，楽しかった，婚しい，さすが)

すみません担の感謝表現(ごめんね2 悪い~'J，すまん)

ありがとう裂とすみません割混合の感謝表現(ごめんね+ありがとう)

その{自の感謝表現(なんかあったらいってねをなんかおごるねz こんなものもらっていいのP

よ

言語的表出

剛
一
州
問
団
幻

8

EI~ し訳なさそうな顔

その他の表情(平穏'真剣・驚き)

お辞儀(会釈)

ハゲ

両手を合わ

片手をあ』げTる
その他の動作 (1ヨを見る・ジェスチャー・相手に体を|司ける， J腕を背中に|副す，親指を立

てる a 肩をたたく，プレゼントをわかりやすく示す)

プリントを取ってあげる

プレゼントをあげる

食べ物を持っていく

何か手伝う

キ I~I訟を聞く

遊びに行く

お土産を渡す

ご飯をおごる

物をあげる

返礼行動

くれたことと同じことをやってあけPる

SNS 
手紙・メ、yセージカード・色紙

メモ・付護

.メーjレ

36 

23 

9 

2

6

7

2

 

1

4

1

i

1

ム

9

{

7

5

5

3

8

4

3

3

9

4
一7
9

6

8

9

1
1ム

1
S
A
-
-
1
i

一q
u
q
U
1
1
4
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食受領場出J，1道具入手場面」において，感謝表出
行動の「蓄詩的表出J.言語的表出J，1伝達手段j
が機能しやすいと解釈したクラスターから構Jj立され

た。第2クラスターは，対人感謝場聞の「情報λ手
城町J. i親切IJt揚 r祝福場面」において.感謝表
出行動の r;I!E札行動」が機能しやすいと解釈したク
ラスターから構成された。第 3クラスターは，対人

感謝場面の「他者評価場剖Jのみから構成されたD

総合考察

オζliH究の目的は，感謝・表出スキJレの特徴を質的に

把握することであった。この目的のために，本研究

では，文JJJ~ 的アプローチ (Warnes et a1.， 2005)に

準じて，具体的な対人感謝場面において，特定の感

謝表出行動を実行することが，感謝表出スキルとし

て機能すると考えた。そこで， ~)、下では，対人感謝

喬諾13包装出

場聞と感謝表出行動の関速に関するクラスタ…分析

の結果に誌づいて， どのような対人感謝場面におい

て， どのような感謝表出行動を安行するニとがを感

謝表I:Bスキルとして機能しやすいのかを考察する。

有効な感謝表出スキル

本研究では，感謝の対象者が向性友人の場合ι
異性友人の場合では.対人!述調j場iiUと感謝表出行動
の関連が異なるクラスターが抽出された。

向性友人で、は， 2つのクラスターが抽出され，

詩的表出」と「伝達子段」が機能しやすい対人感謝

場面と解釈した第 1クラスター， r非言語的表1:1:¥j 
と「返礼行動」が機能しやすい対人感謝j揚前と解釈

した第2クラスターに分けられると判断した。

第1クラスターからは，対人感謝場前!の「被援助

場閉J，1交友場部上「親切場荷」喝「相談場fli:iJ.r祝
福場において，感謝表出行動の

TabJe 5 
異性;友人ι対する感謝設u:"行動リストと度数

異性友人に対寸鳴る感謝表出行動の J)スト

ありがとう却の感謝表現(ありがとう，助かった2 楽しかった，嬉しい，さすが)

すみません型の感謝表現(ごめんね，惑いね，すまん)

ありがとう却とすみません担混合の感謝表現(ごめんね+ありがとう)

その他の感謝表JJI， (なんかあったらいってね，なんかおごるね a こんなものもらっていいの，

数
一
件
1

8

0

5

が
え
一
つ

U

H

1

ム

27 
1~3 し訳なさそうな顔 H 

その他の表情(工lZ穏・真剣・驚き) 8 

お辞儀(会釈) 9 

両手を合わせる 11 

片手をあげる 8 

その他の動作(目を見る・相手に体を向ける・プレゼントをわかりやすく示す，肩をたたく) 3 

;i}2;礼行動

伝達手段

プレゼントをあげる

何か手伝う

相談をi聞く

遊びに行く

おニ1.'産を渡す

ご{坂をおごる

物をあげる

相手がしてくれたことと同じことをやってあげる

その地の行動(物を貸す・食べ物を持っていく)

口頭 Ci直按)

SNS 
手紙・メッセージカード・色紙

メモ・付築

.メーJレ

7

6

3

3

6

6

日

8
? 

円

L

1
ょ

ρ
o
q
L
勺

a

q
J
q
J
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道具入手場霞

争 i

争欽食受鎮i義謹

4善対人感謝i毒菌

翻感銘祭出行動

第

数
畿

雲詩的i支出

{王達手段

義務場謹

Fi忠lre I奇性友人のたj人感諮場ITtiと

第

2

教

ペ
「

φ対人基語i暴露

2事 1数

Figure イヨ;友人の対人f言語p品TI11と!謀総荻11¥行委誌の分析結梨



酒井智弘・相111 7E:感謝表出スキルに関する文紙的アブローチに恭づいた学構造化liii接による予備的検討 37 

「伝達手段」が機能しやすいことが推察される。し

たがって，例えば， r間性の友人に相談を聞いても
らった場合上「体調が思い持，向性の友人に看病を

してもらった場合J. r向性の友人にバイトのシフト
を変わってもらった場合J.r向性の友人と遊んだ場
合J. r同性の友人から誕生日を祝ってもらった場
合jなどに， r感謝の言葉を直接もしくは電話，メー
lレ， SNSなどの手13tをmいて伝えること」が/(l.X;謝
まそ出スキルとして存効であると思われる。

第2クラスターからは，対人感謝場面の「情報入

手場面j， r道具入手場初J. r飲食受領域面J. !他者
評価場前J.r協力j揚而」において s 感謝表出行動の
r~l;言語的表出J， r返礼行動」が機能しやすいこと
カ吋世察される。したがって，例えば， r向性の友人
からごj阪をおごってもらった場合，次は当人がこ、百1

をおごることJ，r I苛|生の友人から袈められた場合s
笑顔で感謝の気持ちを伝えることJ.r間性の友人が
サーク lレでの仕事に協力してくれた場合は，当人も

協力すること」なと手が感謝表出スキルとして有効で

あると思われる。

他方，異性友人では， 3つのクラスターが:J:iJli出さ

れ，「言語的表出j，r非言語的表出J.r伝達手段」
が機能しやすい対人感謝場混と解釈した第 lクラス

ター， r返礼行動」が機能しやすい対人感謝J易宿と
jij)i:釈した第 2クラスター，対人感謝場面の「他者評

価場町」のみの第3クラスターに分けられると判断

した口

第]クラスターからは，対人感謝場面の「被援助

場面J.r交友場面J. r道具入手場面J. r飲食受領場
面J. r相談場町J， r協力場面」において，感謝表U:I
行動の「言語的表出J.r非言語的表l:I:lj，r伝達手段j
カ斗訟能しやすいことが推察される。したがってF 例

えば， r興'11の友人に相談を!聞いてもらった場合J，
「体調が思いII~:，異性の友人に看病をしてもらった

場合J.r異性の友人にバイトのシフトを変わっても
らった場合上「異性の友人と遊んだ、場合上「向性の

友人がサークルでの仕事に協力してくれた場合jな

どに， r感謝の言葉，表情やジェスチャ一色 TI引妥も
しくは官 メ一ル SNSなとど守の手段を用いてf伝王去i 
えること」 カがf斗!感』惑3芸E司誠;
オつ1れ1るO

第2クラスターからは，対・人感謝j場面?の「情報入

手場前J. r親切場面j，r祝稲場町」において，感謝
表出行動の「返礼行動」が機能しやすいことが抗察

される口したがってs 例えば， r異性の友人が j~1 分

にわからないことを教えてくれた場合言自分も異性

の友人にわからないことを教えるj，r異性の友人が
自分の龍生日を祝ってくれた場合s 今度はさ!分がE~ll.

牲の友人の誕生日にプレゼントを減すことJなどが
感謝表出スキルとして有効であると思われる己

第3クラスターは，対人感謝j場開の[他者評価場

部jのみであったため，異性の友人から誕められる

場合に有効に機能しやすい感謝表出スキルは，本1i3f

究の範!註|では断定できない。

本研究のまとめ

本研究は，対人感謝場IIuと感謝表出行動を組み合

わせることで¥ どのような感謝表出スキルが有効に

機能するかを明らかにした。向性友人と異性友人で

は，有効に機能する感謝表 II~H スキ jレは異なってい
守乍

ト』。

本研究の結果は，感謝表{J~スキルの実行の程度を

測定するFe.1玄関発に関する今後の研究に貢献するで

あろう。

ただし本研究のDfJ接対象者は大学:生のみであっ

た。本研究の結巣が一般性を有しているかどうか，

サンプJレの範聞を広げて， さらに検討する必要があ

る。また，本1i3f究で明らかになった感謝‘表出スキJレ

の実行効果は，今後史実験室実験や介λ実!投などの
手法によって因果的に分析する必要がある。
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